
【記載例】
５ 契約の状況（P9の注意事項をご確認の上、記載してください。）

（１） 物品購入契約の状況（契約金額年額100万円以上。単価契約や継続している契約は、納入実績額など令和５年度の年間合計額を記載してください。）

  

  

  

  

  

  

（２） 委託・工事請負契約の状況（契約金額年額100万円以上。給食委託など継続している委託契約は、令和５年度の委託内容及び年間合計額を記載してください。）

  

  

  

  

  

  

 「契約書の写し及び随意

契約・入札の理由を記載

した稟議書(法人としての

決定行為)の写し」添付対

象

契約年月日 平成22年3月25日 令和1年5月20日 平成28年3月22日 令和5年5月5日

見直し年月日 平成31年4月1日

順位（契約又は見直し年月日の古い順） 1 2 3 4 5

令和2年3月4日

契約相手方（法人の場合は代表者名） ×××（株）（福崎我次郎） （株）□□（上郡龍） （株）×□（東はりま） ×××（株）（福崎我次郎）

購入物品 事務用品 介護用品（おむつ等） 保育用品（おむつ等） パソコン

関連当事者該当の内容(注2)

契約の方法(注3) 随意契約 随意契約 随意契約 随意契約

契約金額（税込）（円） 4,500,000 5,800,000 4,300,000 1,500,000

理由(1)の場合の見積もり業者数 ３社以上 ３社以上 ３社以上 ２社

随意契約の場合の理由(注4) (1) (1) (1) (1)

契約年月日

順位（契約又は見直し年月日の古い順） 6 7 8 9 10

契約相手方（法人の場合は代表者名）

見直し年月日

購入物品

関連当事者該当の内容(注2)

契約の方法(注3)

契約金額（税込）（円）

理由(1)の場合の見積もり業者数

随意契約の場合の理由(注4)

契約年月日

順位（契約又は見直し年月日の古い順） 11 12 13 14 15

契約相手方（法人の場合は代表者名）

見直し年月日

購入物品

関連当事者該当の内容(注2)

契約の方法(注3)

契約金額（税込）（円）

理由(1)の場合の見積もり業者数

随意契約の場合の理由(注4)

契約年月日

順位（契約又は見直し年月日の古い順） 16 17 18 19 20

契約相手方（法人の場合は代表者名）

見直し年月日

購入物品

関連当事者該当の内容(注2)

契約の方法(注3)

契約金額（税込）（円）

理由(1)の場合の見積もり業者数

随意契約の場合の理由(注4)

 「契約書の写し及び随意

契約・入札の理由を記載

した稟議書(法人としての

決定行為)の写し」添付対

象

契約年月日 平成26年4月1日 令和2年5月15日 平成30年3月20日 平成27年3月5日 令和5年5月1日

見直し年月日

順位（契約又は見直し年月日の古い順） 1 2 3 4 5

令和3年3月1日 令和3年3月1日

契約相手方（法人の場合は代表者名） （株）○○（兵庫太郎） △△（株）（神戸花子） （株）××（淡路次郎） （株）××（淡路次郎） ○□（株）（北いたみ）

契約の内容 入力代行業務 清掃業務委託 ○○園給食業務委託 ××園給食業務委託 ○○園改修工事

関連当事者該当の内容(注2)

契約の方法(注3) 随意契約 随意契約 一般競争入札 一般競争入札 一般競争入札

契約金額（税込）（円） 6,500,000 4,500,000 15,000,000 11,000,000 12,000,000

理由(1)の場合の見積もり業者数 ３社以上 ３社以上

随意契約の場合の理由(注4) (1) (1)

契約年月日 令和5年8月21日

順位（契約又は見直し年月日の古い順） 6 7 8 9 10

契約相手方（法人の場合は代表者名） □△（株）（宝塚一子）

見直し年月日

契約の内容 消防設備修繕

関連当事者該当の内容(注2)

契約の方法(注3) 随意契約

契約金額（税込）（円） 2,100,000

理由(1)の場合の見積もり業者数 ２社

随意契約の場合の理由(注4) (1)

契約年月日

順位（契約又は見直し年月日の古い順） 11 12 13 14 15

契約相手方（法人の場合は代表者名）

見直し年月日

契約の内容

関連当事者該当の内容(注2)

契約の方法(注3)

契約金額（税込）（円）

理由(1)の場合の見積もり業者数

随意契約の場合の理由(注4)

契約年月日

順位（契約又は見直し年月日の古い順） 16 17 18 19 20

契約相手方（法人の場合は代表者名）

見直し年月日

契約の内容

関連当事者該当の内容(注2)

契約の方法(注3)

契約金額（税込）（円）

理由(1)の場合の見積もり業者数

随意契約の場合の理由(注4)

複数回見直しを行っている場合は、最新の見直し年月日を記載してください。

※見直しについて
経理規程に基づき、契約内容の見直しを行った年月日（稟議書の決裁日等）を記載してください。「契約内容の

変更等には至らなかったが、契約内容の見直しを行った場合（見直しを行った結果、相場との大きな乖離がなかっ
たため、契約内容の変更を行わなかった等）」も含みます。
ただし、「法人としての決定行為が行われていない場合（見直しを行った結果、相場との大きな乖離がなかった

が、その旨を稟議書等で残しておらず、担当者止まりとなっている等）」は含みません。

社会福祉法人モデル経理規程（平成29年度版、全国社会福祉施設経営者協議会）より抜粋
（定期的な契約内容の見直し）
第77条 物品等の購入について取引基本契約に基づき継続的な取引を行っている場合、定期的に契約内容の見直し
を行うものとする。

「契約相手方ごとの年間合計額」で
はなく、「契約ごとの年間合計額」
を記載してください。

「契約書の写し及び随意契約の理由を記載した稟議書(法人とし
ての決定行為)の写し」添付対象外ですが、契約金額年額１００
万円以上の場合は、表への記載が必須となります。

契約金額年額１００万円以上の契約が２０件以上ある場合は、
行を増やし、対象となる契約すべてについて記載してください。


